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胞における OBP-702 の化学療法感受性増強効果について検討した。 
【方法】2 種類の骨肉腫細胞株（U2OS、MNNG/HOS）の親株細胞とドキソルビシン耐性
細胞を用いて、in vitro におけるドキソルビシンと OBP-702 の抗腫瘍活性を評価した。ド
キソルビシン耐性 MNNG/HOS マウス皮下腫瘍移植モデルを用いて、in vivo におけるド
キソルビシンと OBP-702 の抗腫瘍活性を評価した。
【結果】ドキソルビシン耐性骨肉腫細胞では multidrug resistant 1 (MDR1)が高発現して
















の効果が in vitroならびに in vivoの両方で大きく高まることが判明した。これにはOBP702
感染による MDR1の発現抑制が関係していた。MDR1の発現抑制にはウイルス感染によって誘









Oncolytic virotherapy reverses chemoresistance in osteosarcoma by 
suppressing MDR1 expression 
（腫瘍融解ウイルス治療は MDR1 発現を抑制することにより骨肉腫に
おける化学療法抵抗性を改善する）
